
ボランティア養成研修･自然体験活動指導者(NEALﾘｰﾀﾞｰ)養成研修(第1回） 
 

１ 趣  旨    青少年教育施設の役割を理解するとともに，野外活動等の指導・支援ができるボランティ 

ア及び指導者の養成・確保を図る。 
 

２ 期  日  令和元年６月８日（土）～９日（日）１泊２日 

 

３ 対 象 者 高校生・大学生・一般（１５歳以上，短大・専門学校生を含む） 

 

４ 募集定員 ４０人程度 

 

５ 参 加 者 ４０人（高校生２６人，大学生７人，社会人７人） 

 

６ 指 導 者     鹿児島大学総合教育機構共通教育センター体育・健康教育部門准教授 福満 博隆 氏 
大隅肝属地区消防組合中央消防署救急隊員，国立大隅青少年自然の家職員 

ボランティア３人 
 

７ 日  程 

６月８日（土） ６月９日（日） 

9:00 受付  6:00 起床・寝具整理・清掃 

9:30 開講式・ガイダンス  7:00 朝のつどい 

10:00 講義１「青少年教育における体験活動」 7:30 朝食（レストラン食） 

11:30 

12:30 

13:00 

16:00 

16:30 

20:30 

昼食（各自持参） 

バスで消防署へ移動 

実習１「自然体験活動の安全管理」(普通救命講習Ⅰ) 

バスで自然の家へ移動 

実習２「自然体験活動の技術」(夕食づくり） 

入浴・就寝 

9:00 

10:45 

12:00 

13:00 

 

15:00 

講義２「ボランティア活動の意義」 

講義３「青少年教育施設の現状と運営」 

昼食（レストラン食） 

講義４「青少年教育施設における 

ボランティア活動」 

閉講式・解散 

 

８ 事業運営上の配慮 

○ 高校生が多い参加者の構成等を踏まえ，事前に講師と講義内容の打合せを行った。 

○ 企画時にＮＥＡＬ科目を１日目にまとめ，資格取得希望者の負担軽減を図った。 
○ 講義１の中で，班で話す機会（アイスブレイク）を設けたため，その後の交流がスムーズになった。ま

た，ガイダンス時に本研修の目的を明確にし，まとめ時に参加者間で感想を意見交換できるよう配慮した。 

 

９ 参加者の感想 

○ ボランティア活動時の注意点や，子供達の気づき及び成長を促す指導方法を学ぶことができた。 

○ 自分が参加者だった時に，こんなに多くの事を考えながらボランティアの方は接してくれていたことを知 

り，自分もボランティアとなって参加者からボランティアをしたいと思ってもらえるように頑張りたい。 

 

10 成果 

○ 外部講師の専門的な講義，経験談に対する満足度が高く，３０人の参加者からボランティア登録の希望が

あった。 

 

 


